
  

【別表：ロードマップ】 

       現状の課題 戦略目標

←
社

会
へ

の
貢

献
→

・社会からの脳科学研究に対する
期待・関心に対して、有効性が発
揮出来ている部分は萌芽的

・社会への貢献を見据えた研究の
推進が不十分

・社会的行動の形成・制御機序解明
・発達障害の予防・育児・保育・教育・食育
への応用
・精神・神経疾患の予防・診断・治療
・不眠・ストレス・生活習慣病の予防・診
断・治療
・脳型情報処理システムの実現

・政策として重要な研究領域に焦
点を当てた、戦略的な基礎研究
への取組が不十分

・長期的視点に立った研究計画の
策定が不十分

・神経回路の形成・動作の制御機構解明
・回路レベルでの機能発現メカニズム理解
・運動などの脳情報の解読
・精神・神経疾患の分子病態・メカニズム
解明

現状の課題 到達目標

・学際性・融合性を特徴とする脳
科学に関する研究全体の基盤と
して、継続的かつ強力に推進が
行われていない

・脳科学の裾野を広げるとともに、新領域
の開拓をも視野に入れて、多様な研究を
継続的・重厚に展開することで、社会に貢
献し得るシーズを創出

・遺伝子操作・光学手法等によって
脳情報を解読し・制御する回路・認
知・行動の新しい研究手法の開拓

・分子・細胞から神経回路・個体への
多様な階層を結ぶ研究手法の充実

・脳の病気の原因を解明し、治療原
理を確立するための研究手法の確立
・経済学・法学・社会学・政治学を対
象とする融合脳科学の開拓
・心・知性・創造性の脳基盤を扱う新
しい研究領域の拡大

学
術

研
究

人
材

育
成

Ⅳ

・脳科学の系統的教育体制が不
十分
・教育の継続性・長期的持続を担
保するシステムが不十分
・多様なキャリアパス構築に向け
た、人材の流動化も含めた体制
整備が不十分

・脳科学の系統的教育を行うシステムの構
築による、複数分野に精通した人材の継
続的な育成

・多様なキャリアパスを促進する体制の整
備と人材の流動化促進

研
究

推
進

体
制

Ⅲ

・多様な研究を支える総合的な研
究推進体制が不十分

・グローバル化に向けた対応や、
国民の理解増進等を含む社会還
元を目指した取組が不十分

・大学における自己組織型研究を推進基
盤とし、大学共同利用機関における共同
利用・共同研究、独立行政法人における
集約型・戦略的研究とが独自の役割を果
たしながら効果的に連携することで、主導
的な国際協力体制を構築

←
基

盤
技

術
開

発
→ ・科学技術全体の共通財産とし

て、萌芽的段階から、戦略的技術
への配慮、さらには社会への貢献
を見据えた政策的対応といった多
様な推進が、継続的かつ強力に
行われていない

・革新的なモデル動物の開発
・脳活動の可視化技術や非侵襲制御技術
の更なる革新
・ニューロインフォマティクス等の神経情報
基盤の構築

基
盤

技
術

開
発

政
策

的
な

戦
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的
研

究

学
際

的
・
融

合
的

研
究

環
境

の
実

現

・遺伝と環境要因の相互作用による記憶、学習障害等
の克服

・ケミカルバイオロジーに基づく精神・神経疾患や発達
障害の治療薬の提供

・脳の老化制御の実現

・再生医学による難病・神経疾患の根治治療

・ストレス克服法と生活習慣病の予防法確立

・計算論的神経科学の確立

・脳型コンピューターの実現

政
策

に
基

づ
き

将
来

の
応

用
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目
指

す
基

礎
研

究
Ⅱ
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２
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５～１０年後 １０年後～

・実験生命科学と数理科学との協働によ
る超大型シミュレーション技術開発を視
野に入れた融合科学の展開

・社会的行動の神経基盤同定を目指し
た研究の展開

・遺伝子工学による神経回路機能の選択的制御開発
・光を利用した次世代イメージングと脳内情報の解読・制御
の実現
・遺伝子組換え技術等を駆使した独創的モデル動物の開発
・非侵襲脳機能計測装置の超高性能・小型化

・大規模シミュレーション技術の確立に向けた研究
・階層間をシームレスに繋ぐイメージング手法の開発
・コグニティブ・ゲノミクス手法の開発
・ニューロインフォマティクス技術の開発
・革新的な物理化学的原理に基づく脳活動計測・制御
技術

・記憶、学習機能等の脳内メカニズムの統合的理解

・社会性の基盤としての生物学的指標の確立

・ゲノム情報に基づく行動遺伝学からの社会的行動の理解

・発生・発達に影響する遺伝子産物の機能の解明

・脳・脊髄損傷後の機能回復法の開発

・精神・神経疾患の病態機序の解明

・生体リズムの維持、摂食・代謝等の機能調節

・ブレイン・マシン・インターフェース（BMI）技術の実現

学
術

研
究

Ⅱ
－

２
－

１

発展段階のイメージ

・脳科学教育プログラムの実施
・大学間における単位互換の促進
・複数の学位取得の促進

・脳科学研究教育センターの設置
（専任教員・事務員と兼任教員を配
置し、安定的な予算措置に支えられ
る組織として設置）

・脳科学専攻の新設などによる多
様かつ継続的な人材の育成と
キャリアパスの形成

大学や研究機関等
を組織化するネット
ワーク形成（大学共
同利用機関）

集約型研究を行う
中核研究拠点の形
成（研究開発独立
行政法人）

異分野連携を推進するモデル教育プログラムを先導

新領域開拓に資する研究者主体の企画による外部研究資金の展開

大学を基盤とした多様な学際的・融合的研究の発展

研究開発独立行政法人での集約型・戦略的研究の発展

国際的研究拠点として、国内における国際的な研究環境の提供

脳科学研究推進全体を下支えする基盤

学術研究の展開により
社会に貢献しうる研究シーズを創出

基盤的研究資金の充実

人材交流・流動化促進

目標に向かって人材と資金を集中投入

政策的な戦略的研究の展開により
学術研究を触発




